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技術概要
　トップダウン（超微細ナノ加工技術）とボトムアップ（パルスレーザ蒸着法、スパッタ蒸着法などによる薄膜結晶成
長）とを融合した技術的方法論を確立し、次元性、サイズを自在に制御したナノ構造作製が可能です。機能性金属酸
化物において、20nm 以下の分解能（酸化物では世界最高レベルの制御性） を持ち大面積に超高集積化されたナノス
ケールドットや細線構造の作製技術を確立しています。

特　　長
　独自開発したナノ構造創製技術により、数十ナノレベルで精密に空間制御された酸化物ナノ周期構造体を形成でき
ます。
　光半導体ZnOのナノ集積構造は、高輝度発光源やフォトニック結晶などへ利用できます。またナノ構造を鋳型と
し、金属・半導体などのナノ構造を作成し、ナノ構造光触媒などへの適用も可能です。
　パルスレーザ蒸着法、スパッタ蒸着法など手法で成長可能な材料であれば対象を選ばずにナノ構造が作成可能。

キーワード　　Keyword 

3 次元ナノ構造、ナノ周期配列構造、機能性酸化物
three dimensional nanostructures,  functional oxide 

応用分野　　　Application

機能性酸化物ナノ構造デバイス、超高集積ストレージデバイス、フォトニック結晶、創エネルギーナノデバイス
functional nanodevices, highly integrated storage device, nanophotonics, energy harvesting nano device

目的・期待される効果
●超高集積ナノデバイス、ストレージデバイス
●フォトニックデバイス
●ナノ構造機能増デバイス：感度 / 効率が 100 －10000 倍

マルチスケール多次元ナノデバイス
構造作製技術
Multi-scale & dimensional nano-device fabrication
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